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現をイムノブロット法や RT-PCR 法により測定した。 
イチョウ酢摂取は、高脂肪食摂取によるマウス体重増加を濃度依存的に抑
制し、マウスの脂肪細胞のサイズを縮小させることが明らかになった。し
かし、酢酸にも抗肥満作用が報告されていることから，脂肪細胞の分化誘
導に対する効果を in vitroで比較検討した。その結果，イチョウ酢は酢酸
より強く C/EBPδと PPARγの発現を抑制し，3T3-L1細胞の脂肪細胞へ
の分化を阻害することが明らかになった。さらに、イチョウ酢中に存在す
るフラボノイドであるケルセチンは C/EBPδと PPARγ遺伝子発現を強
く阻害した。これらの結果から、酢酸などの短鎖脂肪酸に加えイチョウ由
来成分が脂肪細胞の分化を阻害し抗肥満作用を示すことが明らかになっ
た。 
最近、イチョウ葉に特有の成分であるギンコライドやビロバライドなどの
 テルペノイドは分化した脂肪細胞を脱分化させることが報告されている。
また、短鎖脂肪酸には消化管免疫の活性化やエネルギー代謝調節に重要な
役割を担っていることが明らかになっている。従って、イチョウ酢に含ま
れるイチョウ由来フラボノイド、テルペノイドや短鎖脂肪酸は、協調的に
作用する可能性があり、今後肥満だけでなくイチョウ葉で示されている多
彩な薬効を検討することにより、イチョウ果実を薬効原料として有効活用
できるものと期待される。 
 
